






優良道材の行方
赤 間 兵 悦

  “道材”の名で愛称されている北海道産広葉樹も優良材が最近めっきり少なくなったと
いわれている。林検開始当初（昭和 10 年頃）各地に見られた 2～3 尺丸の優良材（当時は
特、一、二、三、四等、等外の 6 階級区分で特等材と呼んでいた）も、今では極めて稀に
しか目に止まらなくなった。しかし、人間の勘にはとかく重大な錯覚を伴うことが多いの
で、優良道材の行方を統計的に調べてみるのもあながち無駄ではなかろうと考え調査して
みた。
その結果、昨 29 年度と 5 年前の 25 年度と言った、たった 4 年間のへだたりにも拘らず、
次のように、意外に大きな変化が起きていることを発見した。
  先ず第一に、道産広葉樹素材の総生産量については 25 年度を基準（100）とすれば 29 年
度は 138 で約 3 割 8 分の増産となっている。
  しかるに、大丸太（直径 1 尺以上）については、僅かに 1 割 3 分の増産に止まっている。
このことは、材は一般に細くなったことと材価の高騰によって中小丸太の利用が促進され
たこと、などを意味しているのではなかろうか？
  第二に、大丸太の品等別検査数量については、25 年度の各等級別数量を夫々100 とすれ
ば、昨 29 年度は、1 等材（54）2 等材（89）3 等材（109）4 等材（127）となっている。
このことは、昭和 28 年 12 月の検査規格の改正によって、上級品等材が厳選されているこ
と、優良材が減少していること、3～4 等級の下級材も値上りと需要量の増大によって結構
売物になっていることなどを意味しているのではなかろうか？
  第三に、大丸太の形量検査材については、25 年度の 100 に対して、29 年度は一躍 755
に増大している。
この形量検査数量は、所謂一貫作業業者（造材と製材の兼業者）が自ら造材した素材を自
分の工場資材に充てたものである。
従って、工場経営者としては、極最近まで優良素材を高値で他に転売し、原木コストを引
下げていたものが、急に方針を変えて、自分の工場資材に充てていること、優良材からの
製品でなければ、還金が容易でないこと、優良材でなければ加工業としての利益が挙げに
くいことなどを意味しているのではなかろうか？
  第四として、これらの道産広葉樹素材を原料とする製材、合板、単板、及び床板などの
道内生産統計に目を転じてみよう。
昭和 25 年度の生産量を 100 とすれば、昨 29 年度は、
  製材  一  般 製 材（91）       合板（111）
        輸出インチ材（146）      単板（114）
        枕        木（165）      床板（130）
となっている。
  これは、夫々の製造業の消長を示しているものと思う。即ち床板生産業が全般的に好調
で、インチ板又は枕木を主体とする製材業と、輸出とか車輌用の所謂高級合板を主体とす
る合板業以外の加工工場は、いずれも余り香ばしくなかったことを意味しているものと思
う。
  以上は、何れも道産広葉樹材全についての統計によるものである。
従って、各論的に各樹種別にはどんなことになっていたか、又優良材はどの方面に重点的
に消費されていたかについて一言してみよう。
  先ず、ナラについては、何といっても輸出インチ製材業が隆盛を極め、ナラの優良材は
挙げてこのインチ材工場に消費されたといっても過言ではない。インチ材とは反対に、ナ
ラ単板は無惨な敗退を喫している。



道産主要広葉樹材の樹種別生産量調

備考  1．インチ材、合板及び単板の三種はマカバ、他カバの区分判然とせずカバ類の意味
         である。
      2．25 年度の床板は樹種区別判然とせず。



  次にヤチダモについては、製材、合板、単板のいずれの業態においても、全般的に見は
なされた感が深く殊に、合板及び単板では 3 分の 1 乃至 2 分の 1 に減少しているのが目立
っている。従って、ヤチダモの優良材は、道内においては各業態に分散消費され、造船用
又は車輌用として道外に移出されて活路を見出したものも多いことであろう。
  センについては、輸出もの主体の合板が 5 割増産で群を抜き、インチ材によし、枕木に
よしで好調である。但し、単板（単板工場のみの生産量である）が合板の隆盛に比例せず
に置いて歩かれている。従って、センの優良材は、主として輸出合板工場に消費されたも
のと思う。
  カツラについては、輸出インチ材が 4 分の 1 に激減し、一般製材が 3 割減となり、全く
八方塞がりで、物凄く人気ガタ落ちで気の毒にたえない。従って、カツラの優良材は、各
方面に分散消費されたものと思う。このように急に人気の落ちたカツラは、むしろ減伐す
るのが親心というものでなかろうか？
  カバについては、製材によし、合板によし、床板によしで、我が世の春を謳歌している。
中でも輸出又は車輌などの所謂高級合板と思われるものが 4 倍半の急増であり、単板にお
いても 2 倍半の増産振りである。従って、マカバの優良材は挙げて高級合板用に消費され
たものと思う。なお、輸出インチ材としてのカバは、白味のカバが賞揚される関係上他カ
バが多く、他カバの優良材は総て輸出インチ材用に消費されたものといって差支えなかろ
う？
  シナについては、素材が約 4 割の減産にも拘らず、製材、合単板何れにも能く使われて
おり、中でも、シナのインチ材が 20 倍にも伸びていることは刮目すべき事柄である。従っ
て、シナ優良材は、主として合単板工場で消費されたことは例年通りであるがインチ材用
にも消費され始めたことに特に注意すべきではなかろうか？
  ブナについては、素材で 2.8 倍の増産があり、インチ材としては約 5 倍、枕木は 32 倍、
単板は 2.2 倍の増産になっている。しかるに、不思議なことに合板は 10 分の 1 にガタ落ち
している。従って、ブナ優良材は主として単板又はインチ材用に消費されたものと思う。
なお、単板の増産は恐らく安物合板の芯板として使われるためであろう。
  ニレについては、素材が約 5 割の増産、インチ材が 12 倍、枕木が 2.6 倍、一般製材が 1.7
倍と何れも急速な伸展振りである。これは、恐らくニレの格安なよさが各方面に認められ、
確固たる需要層をキャッチできた結果と思う。なお、ニレの優良材はインチ材に主として
消費されたものと思う。
  以上は道内の木材加工業の生産実績による判断であるが、道外に移出された優良道産材
の行方もまた大同小異ではなかろうか？（道庁林業指導課）


